
山東探究塾について  

 「山東
やまとう

探 究
たんきゅう

塾
じゅく

」（本校における「総合的な探究の時間」の名称）では、１年次から３年次までの

３年間、主体的・協働的で深い学び（探究型学習）による様々な教育プログラムを通して、将来、地

域や国国内外の課題を解決できる資質・能力の育成を目指している。これは、自己の在り方生き方

を考える「キャリア教育」と一体的で不可分な学習である。 
 

山東探究塾Ⅰ               山東探究塾Ⅱ              山東探究塾Ⅲ 

「探究スキルの獲得」         「課題研究・探究活動実践」            「自己探究」 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

原則火曜日６校時                原則月曜日５校時、探究科は5・６校時       原則前期木曜日の５校時と月曜日６校時                

 

＊「山東探究塾Ⅰ」では、「情報Ⅰ」の授業と連動させながら、探究活動や課題解決に必要な幅広い

多様な視野を持つとともに、探究スキルの獲得を目指す。 

＊「山東探究塾Ⅱ」では、生徒全員が各々テーマを決めて、グループや個人で教科横断的な課題解決

型学習に取り組む。テーマは自身の進路や興味関心、適性に合わせて設定し、実践に当たっては、

高等教育機関、行政機関、企業、団体・個人等の指導助言も受けながら、外部と協働した取り組み

を行っている。また、成果を校内外に発信することにより、生徒のさらなる挑戦への意欲が喚起

されることを企図している。理数探究科と国際探究科は、普通科と比べ１単位多く履修するとと

もに、国際探究科は英語発表にも取り組む。 

＊「山東探究塾Ⅲ」では、２年次までの探究活動成果をまとめ、自己実現に向けた自己探究の活動に

取り組む。 
 

山東探究塾の特徴 

◇伝統の６５分授業と授業中心主義による教科・科目の学 

習にも探究型学習を取り入れて授業を展開し、山東探究 

塾に好影響を与えている。 

◇ＩＣＴや GoogleWorkspace を活用しながらより効果的・ 

効率的に展開している。 

◇総合的な探究の時間のみならず、ＬＨＲ
ﾛﾝｸﾞﾎｰﾑﾙｰﾑ

や教科「情報」 

の授業も連動させながら実施している。 

◇連携協力機関をはじめ、地域の団体・個人の他、サポー 

ターと呼ばれる多くの専門家・協力者の支援を得ている。 

◯新入生研修(デザイン思考 

講座・新聞精読等) 

◯SDGs等グローバル課題 

講座 

◯ビブリオバトルの取組 

◯東北大学研修 

◯郷土研修（企業訪問含む） 

◯校内におけるプレ発表会         

等 

◯各自のテーマに沿った課題 

研究・探究活動 

◯テーマや類型に合わせた 

研究相談会・講座への参加 

◯進路探究(オープンキャン 

パス等への参加)と類型別 

研修 

◯校内における中間発表会・ 

成果発表会 

◯校外の大会等での発表 等 

◯探究活動のまとめとしての 

論文・『研究集録』の作成 

◯自己の在り方についての 

作文・進路実現に向けた自

己推薦文・小論文・模擬面

接の取組 

◯教科横断型の学習  等 


